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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
24
年
の
新
春
を
ご

健
勝
に
て
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市

政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
大
地
震
や
津
波
、
台
風

な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
の
脅
威
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
や
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
問
題
は
私
た
ち

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
９
月
に
上
陸
し
た
台
風

12
号
で
は
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、

本
市
で
も
全
市
に
避
難
準
備
情
報
、

平
沢
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令
す
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
昨
年
は
本
市

に
と
っ
て
明
る
い
話
題
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　
「
本
庄
拠
点
地
域
映
画
『
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
爺
Ｍ
Ｅ
Ｎ
』
劇
場
公
開
、
全
国
各

地
で
上
映
」。

　
「
は
に
ぽ
ん
で
ま
ち
お
こ
し
（
は

に
わ
de
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
開
催
、

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
・
グ
ッ
ズ
の
作
成
、
は

に
ぽ
ん
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
導
入

な
ど
）」。

　
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
『
ス
ポ
レ

ク
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
』
開
催
、

大
盛
況
」。

　
「
市
民
手
づ
く
り
の
『
親
の
学
習

手
引
書
・
親
子
手
帳
』
作
成
」
な
ど
、

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

お
こ
し
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
で
展

開
さ
れ
て
い
る
「
本
庄
早
稲
田
の
杜

づ
く
り
」
で
は
、
北
関
東
に
開
け
た

拠
点
と
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
新

た
な
顔
と
し
て
の
ま
ち
を
生
み
出
す

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
建
設
が

進
む
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
業
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
㈱
カ
イ
ン
ズ
本
社
も
今
年

秋
の
開
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
権
者
の
皆
様
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
大
型
商
業
施
設

や
優
良
企
業
を
誘
致
し
、
さ
ら
に
は
、

エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
を
共
に
進
め
る
早

稲
田
大
学
も
大
き
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
本
市
は
未
来
に
向
け

大
き
な
可
能
性
を
持
つ
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
で
き
る
ま
ち
で
す
。
一
方

で
、
人
口
減
少
、
少
子
化
、
高
齢
化

の
な
か
で
、
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
の
増

大
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、
ま

た
、
既
成
市
街
地
や
、
農
村
、
山
村

な
ど
、
市
全
体
の
土
地
活
用
、
都
市

政
策
な
ど
多
く
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
右
肩
上
が
り
で
は
な
い
こ
の

時
代
に
あ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
エ
コ
タ
ウ
ン
本
庄
、
環
境

共
生
都
市
を
目
指
し
、
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　
本
市
の
将
来
像
「
あ
な
た
が
活い

か

す
、
み
ん
な
で
育
む
、
安
全
と
安
心

の
ま
ち
本
庄
～
世
の
た
め
、
後
の
た

め
～
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
我
が
郷
土
に
魅
力
と
誇
り

を
持
ち
、
活
力
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
元

気
に
活
動
で
き
ま
す
よ
う
、
私
も
ま

ち
づ
く
り
に
魂
を
込
め
て
、
市
行
政

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
市
民
の
皆
様
の
、
よ
り

一
層
の
お
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本庄市長
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《
第
８
次
住
居
表
示
整
備
事
業
実

施
区
域
》
は
…

●
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土
地
区
画

　
整
理
事
業
実
施
区
域
と
北
堀
の

　
一
部
（
下
図
参
照
）

・
両
区
域
と
も
現
在
実
施
し
て
い

る
区
画
整
理
事
業
の
完
成
に
あ
わ

せ
、
そ
の
少
し
前
に
新
た
な
住
居

表
示
を
実
施
し
ま
す
。

事
業
実
施
の
状
況
に
つ
い
て

　
事
業
は
、
実
施
区
域
の
自
治
会

長
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
組
織
さ

れ
る
住
居
表
示
整
備
審
議
会
で
審

議
を
進
め
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を

取
り
入
れ
て
実
施
し
ま
す
。

★
自
治
防
災
課
☎
�
１
１
１
８

　
市
で
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
２
つ
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

完
成
に
あ
わ
せ
て
住
居
表
示
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

　
住
居
表
示
を
実
施
す
る
前
の
住

所
は
、
土
地
の
地
番
を
「
番
地
」

と
し
て
用
い
て
い
ま
す
。

　
「
番
地
」
は
、
年
月
の
経
過
と

と
も
に
宅
地
造
成
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
ふ
ぞ
ろ
い
に
な
り
、
枝
番

や
欠
番
、
飛
び
地
が
生
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
住
所
が
わ
か
り
に
く

く
目
的
地
が
見
つ
か
ら
な
い
、
郵

便
物
が
届
か
な
い
と
い
っ
た
問
題

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
住
居
表
示
は
、
こ
の
よ
う
な
不

便
を
解
消
す
る
た
め
に
、
建
物
に

住
居
番
号
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
住
所
を
わ
か
り
や
す
く
す
る

制
度
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
町
割
り

や
町
名
な
ど
も
見
直
し
ま
す
。

　
事
業
の
実
施
区
域

《
第
７
次
住
居
表
示
整
備
事
業
実

施
区
域
》
は
…

●
児
玉
南
土
地
区
画
整
理
事
業
実 

　
施
区
域
（
下
図
参
照
）

本庄市
全体図

第７次住居表示

児玉町金屋

児玉町金屋

児玉町児玉

児玉町長沖

北 堀

北 堀

栗 崎

東富田

東富田

西富田

第８次住居表示

住居表示を実施すると…
〈実施前の住所例〉

本庄市■
旧町

■
名

　○
番　　　地
○○番地　○

枝番

➡
《実施後の住所例》

本庄市■
新　　町　　名
■○丁目　○

街区符号
番　○

住居番号
号

住
所
が
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
！

第
７
次
・
第
８
次
住
居
表
示

　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業
ス
タ
ー
ト

▲第８次住居表示整備事業地域

▲第７次住居表示整備事業地域


